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I ※写真のブラウスをf 抽選Ｉ
：で３名様にプレゼントＩ
ｉいたします。
：葉書に住所・氏名’
１・年齢・職業を記名のＩ
Ｉ上、下記ま挿ご応募< ｉ
’ださい｡'87年５月25日Ｉ
｜締切。
Ｉ〒6 5 l 神戸市中央区東Ｉ
｜町11 3 - 1大神ビル９ＦＩ
Ｉ月刊神戸つ子「イズム」１
１プレゼント係
~…~~~~~.一~~.…~~割ノ

刃

Ｌ

垣
花
洋
子
、
イ
ッ
シ
ュ
メ
ゾ
ン
を
着
る
．
愛
知
芸
大
音
楽
学
部
、
同
大
学
院

を
修
了
後
、
数
々
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
。
イ
タ
リ
ア
声
楽
コ
ン
コ
ル
ソ
金
賞

受
賞
。
新
人
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
３
位
、
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
。
そ
の

美
し
い
ソ
プ
ラ
ノ
が
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
る
。
イ
ズ
ム
本
社
４
Ｆ

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
に
て
。

、ｒ⑥回
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画一

ゾ

ワ
３
０
虎

侭
二
二
屍

＝

２』』

Ｉ

〆

①■5

‘ﾒ！ﾈ

や 柏
四

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



．
Ｌ
の
①
Ｃ
Ｏ
。
』
○
○
ぐ
①
胃
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顔
〃
シ
リ
ー
ズ
〈
５
〉
（
カ
ス
バ
の
奥
の
フ
ァ
キ
マ
さ
ん
）

モ
ロ
ッ
コ
の
此
の
娘
さ
ん
の
土
の
家
は
カ
ス
バ
の
奥
の

モ
ハ
メ
ド
サ
ン
ク
デ
ル
ブ
ジ
ャ
マ
ク
肌
番
地
で
あ
る
。

中
西
勝
（
二
紀
会
〉

"蝋)t陰&熟随
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なお、「神戸っ子｣ の薩者に限り
2 0 鉛ＯＦＦにさせていただきま
す。（５月末Ｈ迄) 申込時にお申
し出ください。

１回コース3,000円 4回コース8, 0 0 0円
その他､ 経験に応じて選べるメンバーレッスンもあります。

財団法人月艮部緑地振興 t 癌会

服部緑地乗馬センター
盆06- 8 5 3 - 0 6 1 6 (火曜日･定休日）鮎鵜R能V”…
大阪府固中市服部緑地１詩５号
･ ･ 用箆込の』､ のり
健ＴＩｊ凸Ｔｍｒｐ十史阜史宛ｌｌ噛去紅ＩＲＴｎ世診て、８分Ⅱ砧l Ｈけりｌ汗
■蚕両ま瓦嘘喝診堕画鹿監ﾛ T 田園ｕ唾偶争も出て. - u の峨靴4 脚､ 夕

＋盟角h o r 贈睡凹喰湊詑令室Ｔ→つ別の億号調耐⑥P ＋酎肘
魁匁胃 E r I R n m ナフゴーでも升

し

X 暑五や』叱

製
エロ趣

→

鯨ボーアイ劇場
神戸開港1 2 0 年祭協賛

関西芸賊『座

'87年７月7日(火118時30分開

●

一

■入場料／一般2 , 5 0 0 円(当日2 , 8 0 0 円) <指定席〉
学生2 , 0 0 0円(当日2 , 2 0 0円) <当日指定席〉

■前売場所／神戸文化ホール、さんちか．垂水、
須磨パティオ、阪急・阪神( 大阪梅田）
交通社ＰＧ、チケットぴあ冠O 6 - 3 9 3 - 9 9 9 9
チケットセゾン念0 6 - 3 0 8 - 9 9 9 9

■主催／ポートアイランド振興協議会
（財)神戸市民文化振興財団壷0 7 8 - 3 3 2 - 3 3 2 0

今
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ゾ－ムードを楽しんで。

元町２丁目ＴＥＬ３３１－５7 6 1代表

猫モデル／西村写真研究所のレディ・ノア

１

口

ンク１スリリ

ジュエ

夕 ジ' ▽

「ず

宝飾店
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こ
の
さ
わ
や
か
な
女
性
の
写
真
を
見
て
『
ど
こ
か
で
、
見
た
こ
と
が
あ
る
顔
だ
な
』
と
思
わ
れ
る
人
も
、
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

特
に
、
神
戸
市
営
地
下
鉄
を
利
用
し
て
い
る
人
は
．
３
幅
肥
日
（
水
）
全
線
開
通
し
た
地
下
鉄
の
記
念
ポ
ス
タ
ー
の
モ
デ
ル
を
し
て
い
る
の

が
小
林
亜
也
子
さ
ん
で
あ
る
。
現
在
、
兵
庫
県
立
宝
塚
南
高
校
の
演
劇
科
３
年
生
で
全
国
で
も
数
少
な
い
演
劇
科
の
第
一
期
生
だ
。

小
林
亜
也
子
さ
ん
は
、
昭
和
仏
年
９
月
Ⅳ
日
、
兵
庫
県
神
崎
郡
神
崎
町
生
ま
れ
、
現
在
は
神
戸
市
在
住
で
あ
る
。
２
月
に
東
映
で
封
切

さ
れ
た
『
ス
ケ
バ
ン
刑
事
』
の
、
映
画
の
た
め
に
作
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〃
め
ぐ
み
〃
役
で
デ
ビ
ュ
ー
。
全
国
か
ら
７

万
８
千
人
が
応
募
し
た
オ
ー
デ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
シ
ン
デ
レ
ラ
ガ
ー
ル
で
あ
る
。
Ｔ
Ｖ
『
ス
ヶ
バ
ン
刑
事
』
は
、
現
在
３
作
目
が
放
映

さ
れ
て
い
る
人
気
番
組
で
、
出
演
し
た
ア
イ
ド
ル
は
皆
、
売
れ
っ
子
に
。
当
然
、
小
林
さ
ん
に
も
期
待
が
か
か
る
。
「
様
々
な
人
々
か
ら

期
待
を
か
け
ら
れ
、
す
ご
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
好
き
で
選
ん
だ
道
で
す
か
ら
頑
張
り
ま
す
。
」
と
応
え
る
。
好
き
な
女

優
さ
ん
は
、
篠
ひ
ろ
子
、
市
毛
良
枝
、
佐
藤
友
美
と
、
ア
ダ
ル
ト
で
、
ど
こ
か
に
悪
女
的
雰
囲
気
を
含
ん
で
い
る
〃
い
い
女
〃
が
揃
っ
た
。

し
か
し
、
目
標
に
す
る
の
は
、
現
在
活
躍
し
て
い
る
女
優
さ
ん
全
部
と
か
。
既
成
の
女
優
を
越
え
る
存
在
に
な
り
た
い
、
と
、
目
を
輝
や

か
し
て
言
う
。
神
戸
が
育
て
た
、
新
し
い
〃
ス
タ
ー
誕
生
〃
で
あ
る
。

．
（
神
崎
郡
神
崎
中
学
校
に
て
）

【
●
神
戸
っ
子
Ｗ
〕

〒１

新
た
な
る
〃
ス
タ
ー
誕
生
〃

「
一

落
参
￥

つ
子

~

揖
試
慧
一

動
一
物
▼
』

－
４

耐歳懲

星画建

~
ｈ詮】

霧閏詞

謬釦

蕊
霊
感■泊

小
林
亜
也
子
（
ｋ
催
カ
メ
ラ
池
田
年
夫

Ｆ禰思。

中

官
勺
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、／
サウナとエステテイック

神戸!/ﾗﾂｲｽ ｻ ｳ ﾅ

性のために薬草をとりいれた､ サウナコース。
持ちを明るく､ 肌をきれいにします。

２

零
輪
東
灘
に
イ
ジ
ワ
ル
さ
れ
て
、

Ｌ

毎睡

目

iii撰
唾パ

５月のサウ夫ミ

画

』

一

一
舎

'

既

サウナコース､･両･･･…････････････､･･･…･･･････,..････････‘‐･･･････……1,900円
マッサージ,…････…････････････････････.．，-…･･…･････……････････2,800円
フェイスケア･…････････････….｡…………両･･両.…･････………･両4.500円～
ポディケア,.．,.．．･･･．－．．－．．････････････････ﾕ････．.…．.…･…..････陰･…3.500円～
エステティックツイン･…･･･････････････････…･凸･･･…･････････……･9,000円
顔もからだも､ 同時にお手入れ

神戸三宮･ 生田新道ﾜ ｼ ﾝ ﾄ ﾝ ホテル向かい
TEL078-321-4742.4741
営業時間朝1 0 時～夜３時年中無休

Ｆ
ョ

久
し
ぶ
り
の
テ
ー
ー
ス
の
あ
と
、

運
動
不
足
を
感
じ
て
し
ま
っ
た
。

寝
つ
き
が
悪
く
て
、

朝
、
お
化
粧
の
り
が
さ
え
ぽ
い
。

仕
事
に
家
事
に
忙
し
く
て
、

朝
が
つ
ら
い
。

学
生
時
代
の
友
だ
ち
に
会
っ
て
、

イ
キ
イ
キ
し
た
表
情
が
、
う
ら
や
ま
し
く
な
っ
た
。

サウナ●ハーブ( 薬草) サウナ●冷水超音波バス●
温水バイブラバス●ハーブ( 薬草) バス●マッサージシャワー

Ｆ１
Ｌ ｣

波

Ｉロ

「
Ｊ

、
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＝フ

『胃

●
神
戸

文
芸
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
に
も
世
代
交
替
の
波
が
押
し
よ
せ
て
い
る
。
関
西
最
大
の
発
行
部
数
を
誇
る
月
刊
文
芸
誌
『
関
西
文
学
』

の
新
し
い
編
集
長
、
河
内
厚
郎
さ
ん
は
弘
歳
。
「
関
西
の
伝
統
的
な
サ
ロ
ン
文
化
を
生
か
し
た
知
的
交
流
の
文
芸
誌
と
し
て
、
全
国
ブ
ラ
ン

ド
に
押
し
あ
げ
た
い
」
と
、
若
き
編
集
長
は
意
欲
的
に
語
る
。

も
と
も
と
演
劇
評
論
が
専
門
だ
け
に
、
子
供
の
頃
か
ら
大
の
芝
居
好
き
。
当
時
は
神
戸
に
も
本
格
的
な
芝
居
小
屋
が
残
っ
て
い
た
し
、

大
阪
に
は
上
方
歌
舞
伎
が
健
在
だ
っ
た
。
大
人
の
願
轄
飛
混
じ
り
、
七
五
調
の
名
せ
り
ふ
や
太
夫
の
腹
わ
た
を
ふ
り
し
ぼ
る
語
り
声
に
、

カ
タ
ル
シ
ス
を
味
わ
っ
た
。
「
芝
居
は
人
間
を
映
す
鑑
。
芝
居
好
き
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
人
間
好
き
の
こ
と
で
す
」

鵡
才
の
時
、
劇
評
に
入
選
し
て
文
筆
業
入
り
。
演
技
論
を
ベ
ー
ス
に
し
た
芸
術
批
評
や
文
芸
評
論
で
頭
角
を
表
し
、
最
近
は
都
市
論
や

社
会
時
評
に
手
を
そ
め
て
い
る
。
関
西
の
風
土
に
根
ざ
し
つ
つ
、
普
遍
性
を
も
っ
た
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
批
評
家
と
い
わ
れ
る
。
か
た
や

ゆ
に
北
人
て
い

芸
能
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
も
乗
り
だ
し
、
こ
の
ほ
ど
夙
川
右
岸
に
、
語
り
芸
の
小
劇
場
『
湯
煮
温
亭
ホ
ー
ル
』
を
開
設
。
「
生
の
声
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
平
板
で
無
機
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
代
の
言
葉
に
、
力
を
与
え
て
み
た
い
。
そ
れ
が
文
芸
ル
ネ
サ
ン
ス
に

も
つ
な
が
る
」
と
、
自
身
も
市
民
大
学
や
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
講
師
と
し
て
、
語
り
芸
を
磨
い
て
い
る
。
（
満
池
谷
貯
水
池
に
て
）

言
葉
の
復
権
を
め
ざ
し
て

ｆ
祈り

書

か
わ
う
ち

河
内
厚
郎

）

（
『
関
西
文
学
』
編
集
長
カ
メ
ラ
・
松
原
卓
也
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､ R

鶴蒸
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むす

自身
．･亨雪

b

C

甲

③

全

｡

~

蓬， 誉脇８噸
鐙：

可
冒

鱗
ある

音
楽
大
好
き
、
人
が
大
好
き
な

陽
気
な
仲
間
た
ち

東
野
洋
子

楽
団
「
あ
ぶ
あ
ぶ
あ
」
が
、
神
戸
市

垂
水
区
で
誕
生
し
て
六
年
目
。
市
内
の

養
護
高
校
を
卒
業
し
た
青
年
達
が
主
力

団
員
。
ダ
ウ
ン
症
な
ど
に
よ
る
先
天
性

知
能
遅
滞
と
い
う
障
害
を
そ
れ
ぞ
れ
待

っ
て
い
ま
す
が
、
と
に
か
く
音
楽
が
好

き
＄
人
が
大
好
き
と
い
う
、
楽
し
い
楽

団
で
す
。

皆
で
、
新
し
い
曲
に
出
会
う
と
ふ
だ

ん
の
練
習
の
日
々
が
始
ま
り
ま
す
。
ま

ず
、
曲
に
あ
わ
せ
て
皆
で
踊
り
、
歌
い
、

そ
し
て
楽
器
へ
。
一
人
一
人
の
辛
ぽ
う

強
い
個
人
練
習
の
く
り
返
し
、
や
が
て

全
体
練
習
へ
と
進
み
、
一
曲
完
成
に
一

年
が
か
り
。

音
を
美
し
く
重
ね
る
た
め
の
長
い
練

習
は
、
互
い
の
心
を
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ

の
形
で
感
じ
ら
れ
る
、
し
な
や
か
な
友

情
を
生
み
ま
し
た
。
お
互
い
が
上
達
す

る
こ
と
を
互
い
に
励
ま
し
喜
ぶ
こ
と
を

味
わ
え
る
こ
と
は
深
い
感
謝
で
す
。

こ
う
し
て
、
音
と
心
を
重
ね
て
出
来

上
っ
た
曲
を
多
く
の
皆
様
と
分
か
ち
あ

え
る
演
奏
会
は
最
高
で
す
。
会
場
で
聴

い
て
下
さ
る
一
人
一
人
と
、
ま
る
で
愛

し
愛
さ
れ
る
よ
う
に
感
じ
る
、
さ
わ
や

か
で
心
楽
し
い
経
験
は
私
達
の
青
春
の

宝
物
で
す
。
そ
ん
な
私
達
の
活
動
を
ヒ

ン
ト
に
し
て
下
さ
り
、
新
し
い
楽
団
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
学
校
や
家
庭
で
は

ぐ
く
ま
れ
た
も
の
を
土
台
に
、
仲
間
と

音
楽
を
軸
に
、
ゆ
っ
く
り
楽
し
く
青
春

し
て
い
た
い
で
す
。

回
問
い
合
わ
せ
・
芦
屋
市
高
浜
町
４
１
２
１
５
４
４

東
野
洋
子
ま
で
翼
０
７
９
７
）
２
３
１
５
４
０
２

集い口楽団あぶあぶあ

函

対

Ｉ
Ｆ ＝ｊ仁

Ｗ
Ｍ

ｔ
・
毎

庶
健
全
瞳

一亜司露＝当婁｡
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識
函
工
晒
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》
句碑一
》 : 。〉、盲｡晦桐丘 ）

陣
）
陣

覗
一
】

r 』言司

こＦ

曲

瀞

「ｒ,日

子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
心
を

そ
だ
て
る
た
め
に

吉
高
崇
子
〈
神
戸
親
ｆ
刷
珊
協
縦
会
々
長
〉

親
子
劇
場
は
、
親
子
で
す
ぐ
れ
た
舞

台
芸
術
の
鑑
賞
を
す
る
例
会
活
動
や
、

自
主
活
動
（
キ
ャ
ン
プ
・
お
や
こ
ま
つ

り
他
）
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
文
化
活
動
に
深
く
か
か
わ
っ
た
地
域

ぐ
る
み
の
子
育
て
運
動
」
で
す
。

一
昨
年
、
文
化
ホ
ー
ル
の
増
設
を
願

っ
て
市
議
会
へ
陳
情
謀
を
提
出
し
、
こ

の
三
月
に
は
神
戸
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
く
な
ど
要
請
活
動
を
つ
づ
け
て
お
り

ま
す
。現

在
の
中
ホ
ｉ
ル
規
模
（
九
百
人
固

定
席
）
で
舞
台
設
備
の
整
っ
た
ホ
ー
ル

を
、
身
障
者
や
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え

た
、
安
く
て
市
民
主
体
で
利
用
で
き
る

ホ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

い
じ
め
、
非
行
、
こ
れ
か
ら
の
情
報

化
時
代
に
む
け
て
ま
す
ま
す
心
の
大
切

さ
を
思
い
ま
す
。

「
心
を
育
て
る
」

私
達
は
、
も
っ
と
親
子
劇
場
の
輪
を

ひ
ろ
げ
、
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
達
、

親
達
に
、
こ
う
し
た
機
会
を
も
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

文
化
施
設
の
拡
充
は
神
戸
市
み
ん
な

の
ね
が
い
で
す
。

〈
写
真
は
三
月
の
神
戸
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
〉

■
連
絡
先
・
神
戸
市
中
央
区
相
生
町
ニ
ー
ニ
ー
ー
ニ

神
戸
親
子
劇
場
協
議
会
ａ
三
四
一
－
八
○
六
九

□
「
ノ
ン
タ
ン
」
お
話
コ
ン
サ
ー
ト

６
月
９
・
加
日
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

ロ
こ
ん
に
ち
は
マ
マ
ノ
．
劇
団
キ
オ

６
月
叫
日
北
区
箕
谷
小
学
校

口
長
靴
を
は
い
た
猫
す
わ
ら
じ
劇
団

６
月
Ⅳ
・
肥
日
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
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４月９日、ポートアイランドに
新社屋を完成したモードオリオン
社長の清水さん。明るい港・ＫＯ
ＢＥをイメージした、落ち着いた
建物に、というご希望通りのもの
が完成、ホッと一息をつかれたご
様子。眼鏡とのつきあいは老眼鏡
だけだそうですが、最近凝ってい
らっしゃる菊作りには欠かせない
パートナーのようです。
今日は初夏に向けて、軽やかな

フレームを選ばれました。

、

N■

Ｉ
霜

&ｰ

わたしとメガネ

☆

菊作りの良きパートナー
清水由民

く株式会社モードｵ ﾘ ｵ ﾝ 社長〉

ご
噌
口
配

阿辰部メガネ
神戸・大丸前念( 0 7 8 ) 3 ３１－１１２３

ノ

|＃
ＥＭ心R詩可
少ｒ一

畷′
蔭”

《
Ｐーユ
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●コウベスナッフ

番の観光客たちｿ ﾃ ﾙ ダｭ ﾍ 号②春一

ピカ､ ノ、ミロ、ダリ、そしてガウディー。２０世紀の美術をリードしてき
た多くの巨匠たちを生み出した土地、スペインのカタルニア地方。その芸
術の部カタルニアの神秘を探るべく、兵庫県立近代美術館では４月１１日か
ら５月ﾕ ７日まで『カタルニア鋳歌一芸術の都バルセロナ展』を開催してい
る。同美術館、カタルニア自治州政府などの主催による同展、オープニン

贈
聯
騨

③①

番軍端墾鐸蝉
毎画１－

①パブ口･ビｼbソ｢麦わら帽子の女｣(1937)②サルバドール･ダﾘ｢戦争の顔｣(1940)③関係者によるﾃｰﾌﾟ&ｶｯﾄ④熱心に作品に見入る貝原知事ら

①ポートターミナルにその

弓…

☆２０世紀美術の宝庫
カタルニア

グ前日には主催者や関係者による開会式やレセプションも行われた。

神戸朋港1 2 0 年を迎えたミナトヘ、春を告げる豪華観光客船ロッテルダム
号く3 8 , 6 4 5 トン> がオランダから世界一周船として３月2 7 日の夜寄港した。
' 8 7 のイルミネーションも美しい船姿は、船キチファン待望のフレッシュさ。
船内は明るい生花が豪華に飾られてヘルシー時代にふさわしい健康設附と
ジョギングコースなどに新しさを感じる。２８日夜１０時．えびす太鼓" や､ 空
手今の演技にワンダフル. " の声援が贈られた。

雄姿を現わした口

☆' ８７のイルミネーション
に彩られロッテルダム入港
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